
第２期伯耆町子ども・子育て支援事業計画に対する評価

令和３年度

資料３-１



令和３年度評価の概要について

●幼児期の教育・保育給付の充実については、保育所等への入所の希望を概ね満たし

　待機児童は生じていません。

●子どもの居場所づくりについては、放課後児童クラブへの入所の希望を満たしており、

　待機児童は生じていません。

●乳児家庭全戸訪問事業については、出生児全員の訪問を実施しました。

●母子保健の充実については、全ての妊婦が妊婦健診を受診できるよう助成を行いました。

●多様な保育・子育て支援サービスの充実については、病児・病後児保育の実施施設に

　日野病院を追加し、受け皿の拡充を図りました。

●地域の子育て支援機能の充実については、子育て支援センターの運営について、

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、行事の中止、利用者制限、利用時間の制限等を

　実施したため、利用者の皆さんには大変ご不便をおかけしましたが、令和２年度並みの利用人数

　を受入れることができました。

●その他の事業及び詳細は、資料をご確認ください。

-1-



第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事業概要

R1 R2 R3 R4 R5 R6

18 16 16 18 17 17

特定教育・保育施設 0 0 0 0 0 0

町外施設 10 16 16 18 17 17

計（②） 10 16 16 18 17 17

△ 8 0 0 0 0 0

19 25 21

特定教育・保育施設 0 0 0

町外施設 19 25 21

計（②） 19 25 21 0 0 0

0 0 0 0 0 0

R1 R2 R3 R4 R5 R6
3 3 4

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

１．すべての子どもが健やかに育つまちづくり

② - ①

計
画
値

量の見込み（①）

確保方策

② - ①

実
績
値

支給認定者数（①）

利用実績

１号認定（満３歳から就学前／教育）

　町立保育所の認定こども園への移行については、保育ニーズへの対応の
ため、移行を見送っています。

（１）幼児期の教育・保育の充実

　人数の変動はありますが、保護者のニーズをほぼ満たしています。

　満３歳以上の小学校就学前の子どもであって、２号認定子ども以外のもの
を幼稚園または認定こども園で教育・保育します。
　町内に特定教育・保育施設（幼稚園・認定こども園）がないため、町外施設
の利用を基本とします。
　利用にあたっては、町外施設との連携に努めます。

補助金交付実績

※実績値は、各年度末（３月）の利用人数

単位：人

実
績
の
内
容

　町内には、幼稚園及び認定こども園が無いため、実績は全て町外の施設
利用となっています。
　幼稚園等における１号認定児についての支給認定の実績としては、対前年
度比４人減の２２人でした。
 
【参考】　私立幼稚園就園補助金
　私立幼稚園に就園する園児の保護者の負担を軽減するために保育料の
減免を行う幼稚園に補助を行っています。
　※年度中に満３歳になる２歳児も対象
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6
243 220 224 244 238 233

保育所 243 271 271 271 271 271
町外施設 0 0 0 0 0 0
計（②） 243 271 271 271 271 271

0 51 47 27 33 38
222 219 219

保育所 273 273 267
町外施設 5 2 3
計（②） 278 275 270

56 56 51 0 0 0

定員 利用人数 差
69人 67人 2人
33人 21人 12人
80人 87人 △ 7人
61人 37人 24人
24人 8人 16人

267人 220人 47人

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

実
績
の
内
容

施設名
ふたば保育所
あさひ保育所
こしき保育所
溝口保育所
二部保育所

計

１．すべての子どもが健やかに育つまちづくり

※実績値は、各年度末（３月）の利用人数

実
績
値

支給認定（①）

② - ①

２号認定（３～５歳児／保育の必要性あり）

計
画
値

量の見込み（①）

確保方策

② - ①

　満３歳以上の小学校就学前の子どもであって、保護者の就労又は疾病等
により家庭で必要な保育を受けることが困難であるものを保育所又は認定こ
ども園で保育します。

（１）幼児期の教育・保育の充実

単位：人

　入所の希望についておおむね満たし、待機児童は生じていません。
　これまで提供体制の充足に努めてきた結果であり、一定の成果があるもの
と考えています。

　今後も、保育需要の動向に注視しながら提供体制の確保に努めていきま
す。

定員

※利用人数は広域入所受
託 4人を含む。
（内訳：ふたば2人、こしき2
人）

　認可保育所等における２号認定児についての支給認定の実績としては、前
年度から増減は無く219人でした。　（町内保育所216人＋町外施設3人）
　３歳以上児の保育所等の定員は充足していますが、特定の保育所に利用
希望が集中する傾向があり、一部の保育所では、利用定員を超過して受入
れを行っています。
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6
27 33 33 33 33 32

保育所 21 27 27 27 27 27
地域型保育事業 6 6 6 6 6 6
町外施設 0 0 0
計（②） 27 33 33 33 33 33

0 0 0 0 0 1
43 54 39

うち育休延長希望 11 20 10
32 34 29 0 0 0

保育所 24 24 24
地域型保育事業 6 6 6
町外施設 3 6 5
計（②） 33 36 35 0 0 0

1 2 6 0 0 0

定員 利用人数 差
0人 0人 0人
0人 2人 △ 2人

15人 10人 5人
9人 9人 0人
6人 6人 0人

30人 27人 3人

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

計
画
値

量の見込み（①）

確保方策

実
績
値

支給認定者数

支給認定者数（①）

② - ①

定員

② - ①

実
績
の
内
容 小規模保育所こどもパル

計

ふたば保育所

１．すべての子どもが健やかに育つまちづくり

３号認定（０歳児／保育の必要性あり）

※実績値は、各年度末（３月）の利用人数
※支給認定者数について実態に即したものとするため、支給認定（保育の必要性の認定）
を行った者のうち、育休延長による入所保留を行った者は、支給認定者数から除いて比較
しています。

　育児休業からの復職など、保護者のニーズが高まっていますが、入所の希
望についておおむね満たし、待機児童は生じていません。
　これまで提供体制の充足に努めてきた結果であり、一定の成果があるもの
と考えています。

　今後も、保育需要の動向に注視しながら提供体制の確保に努めていきま
す。

　満３歳未満の子どもであって、保護者の就労又は疾病等により家庭で必要
な保育を受けることが困難であるものを保育所又は認定こども園で保育しま
す。

（１）幼児期の教育・保育の充実

単位：人

　認可保育所等における３号認定児（０歳児）についての支給認定の実績と
しては、対前年度比15人減の39人でした。

あさひ保育所

施設名

こしき保育所
溝口保育所

※あさひ保育所の利用人数
については、満１歳になって
からの受入れ。
※溝口保育所の利用人数
については、広域入所受託
1名を含む。
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6
113 135 130 124 123 122

保育所 108 122 122 122 122 122
地域型保育事業 5 13 13 13 13 13
町外施設 0 0
計（②） 113 135 135 135 135 135

0 0 5 11 12 13
130 137 136

保育所 123 123 129
地域型保育事業 13 13 13
町外施設 5 7 7
計（②） 141 143 149 0 0 0

11 6 13 0 0 0

定員 利用人数 差
36人 34人 2人
12人 16人 △ 4人
45人 47人 △ 2人
30人 23人 7人
6人 3人 3人

13人 12人 1人
142人 135人 7人

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

　入所の希望についておおむね満たし、待機児童は生じていません。
　これまで提供体制の充足に努めてきた結果であり、一定の成果があるもの
と考えています。

　今後も、保育需要の動向に注視しながら提供体制の確保に努めてきます。

計
画
値

量の見込み（①）

確保方策

実
績
値

支給認定者数（①）

定員

② - ①

※実績値は、各年度末（３月）の利用人数
② - ①

施設名
ふたば保育所

　認可保育所等における３号認定児（１～２歳児）についての支給認定の実
績としては、対前年度比１人減の136人でした。
　１～２歳児の保育所等の定員は充足していますが、特定の保育所に利用
希望が集中する傾向があり、一部の保育所では、利用定員を超過して受入
れを行っています。

　満３歳未満の子どもであって、保護者の就労又は疾病等により家庭で必要
な保育を受けることが困難であるもの保育所又は認定こども園で保育しま
す。

１．すべての子どもが健やかに育つまちづくり

３号認定（1～２歳児／保育の必要性あり）

（１）幼児期の教育・保育の充実

単位：人

実
績
の
内
容

あさひ保育所
こしき保育所
溝口保育所
二部保育所

計
小規模保育所こどもパル
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6
下学年 65 68 69 66 67 70
上学年 13 11 11 9 10 10
計（①） 78 79 80 75 77 80

78 80 80 80 80 80
0 1 0 5 3 0

下学年 66 71 67
上学年 6 12 7
計（①） 72 83 74 0 0 0

80 80 80 80 80 80
8 △ 3 6 80 80 80

定員
80人

施設：岸本小学校敷地内　専用施設

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

　利用申込児童は定員内となり、待機児童は生じていません。

　今後も、円滑に事業を提供できるよう実施体制の確保に努めます。

提供区域 施設名
岸本小学校区 岸本放課後児童クラブ

第１ルーム
第２ルーム

建物全体面積
115㎡

保育面積
83㎡

142.75㎡ 96㎡

１．すべての子どもが健やかに育つまちづくり

放課後児童クラブ（岸本小学校区）

計
画
値

量の見込み

確保方策②
② - ①

　保護者が就労等により、昼間家にいない家庭の小学生の健全育成を図る
ため、平日の学校終了後、土曜日、長期休業中の児童の居場所を確保しま
す。

（２）子どもの居場所づくり

単位：人

開所時間：（平日）下校時～18:30　（土・長期休業）8:00～18:30

※実績値は、各年度当初（４月）に利用申込みがあった人数

 利用申込

② - ①

実
績
値 定　員（②）

実
績
の
内
容

　利用申込の実績としては、対前年比９人減の７４人でした。
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6
下学年 15 13 15 12 10 12
上学年 3 4 2 4 4 3
計（①） 18 17 17 16 14 15

18 25 25 25 25 25
0 8 8 9 11 10

下学年 14 16 16
上学年 5 4 5
計（①） 19 20 21 0 0 0

25 25 25 25 25 25
6 5 4 25 25 25

定員
25人

施設：専用施設

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

　利用申込児童は定員内となり、待機児童は生じていません。

　今後も、円滑に事業を提供できるよう実施体制の確保に努めます。

実
績
値

 利用申込

定　員（②）
② - ①

※実績値は、各年度当初（４月）に利用申込みがあった人数

実
績
の
内
容

提供区域 施設名
八郷小学校区 八郷放課後児童クラブ

開所時間：（平日）下校時～18:30　（土・長期休業）8:00～18:30

建物全体面積 保育面積
134.8㎡ 112.7㎡

１．すべての子どもが健やかに育つまちづくり

放課後児童クラブ（八郷小学校区）

計
画
値

量の見込み

確保方策②
② - ①

　保護者が就労等により、昼間家にいない家庭の小学生の健全育成を図る
ため、平日の学校終了後、土曜日、長期休業中の児童の居場所を確保しま
す。

（２）子どもの居場所づくり

単位：人

　利用申込の実績としては、対前年比１人増の２１人でした。
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6
下学年 26 22 22 19 18 14
上学年 6 8 7 5 5 5
計（①） 32 30 29 24 23 19

32 40 40 40 40 40
0 10 11 16 17 21

下学年 19 13 18
上学年 11 9 8
計（①） 30 22 26 0 0 0

40 40 40 40 40 40
10 18 14 40 40 40

定員
40人

施設：専用施設

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

 　利用申込児童は定員内となり、待機児童は生じていません。

　今後も、円滑に事業を提供できるよう実施体制の確保に努めます。

実
績
値

 利用申込

定　員（②）
② - ①

※実績値は、各年度当初（４月）に利用申込みがあった人数

実
績
の
内
容

提供区域 施設名
溝口小学校区 溝口放課後児童クラブ

開所時間：（平日）下校時～18:30　（土・長期休業）8:00～18:30

建物全体面積 保育面積
187.72㎡ 101.08㎡

１．すべての子どもが健やかに育つまちづくり

放課後児童クラブ（溝口小学校区）

計
画
値

量の見込み

確保方策②
② - ①

　保護者が就労等により、昼間家にいない家庭の小学生の健全育成を図る
ため、平日の学校終了後、土曜日、長期休業中の児童の居場所を確保しま
す。

（２）子どもの居場所づくり

単位：人

　利用申込の実績としては、対前年比４人増の２６人でした。
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6
下学年 7 8 6 5 6
上学年 3 3 3 4 3
計（①） 0 10 11 9 9 9

15 15 15 15 15
0 5 4 6 6 6

下学年 5 9 8
上学年 3 4 7
計（①） 8 13 15 0 0 0

15 15 15 15 15 15
7 2 0 15 15 15

定員
15人

開所時間　（平日）下校時～18:30　（土・長期休業）8:00～18:30

施設：　二部小学校会議室及び体育館

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

１．すべての子どもが健やかに育つまちづくり

放課後児童クラブ（二部小学校区）

　保護者が就労等により、昼間家にいない家庭の小学生の健全育成を図る
ため、平日の学校終了後、土曜日、長期休業中の児童の居場所を確保しま
す。

計
画
値

量の見込み

確保方策②
② - ①

 　利用申込児童は、定員内となり、待機児童は生じていません。

　保護者等が運営する「たくしクラブ」へ運営費の補助を行い、体制の維持に
努めます。

（２）子どもの居場所づくり

実
績
の
内
容

単位：人

区域 施設名
二部小学校区 たくしクラブ

実
績
値

 利用申込

定　員（②）
② - ①

※実績値は、各年度当初（４月）に利用申込みがあった人数
　利用申込の実績としては、対前年比２人増の１５人でした。
　二部小学校の保護者等が運営する児童クラブに対して運営費用を助成し
ました。

-9-



第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：健康対策課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

保健師 ４人

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

２.子育てに喜びを感じることのできるまちづくり

乳児家庭全戸訪問事業

　生後４か月までの乳児がいるすべての家庭を保健師等が訪問し、子育て
に関する情報提供等や母子の心身の状況の把握及び助言など、専門的な
指導を行います。

（１）母子保健の充実

単位：人

　本町においては、すべての家庭を全戸訪問することが可能な体制が整って
います。

　今後も、引き続き全家庭を訪問できるよう体制の維持に努めます。

実
績
の
内
容

実施体制

　町の保健師が令和3年度に出生した45人すべての児に対し訪問を実施しま
した。

R6

量の見込み（①） 57 65 64 63 61 60

R1 R2 R3 R4 R5

61 60

実績値 71 58 45

確保方策（②） 57 65 64 63

計
画
値

-10-



第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

直営 ０回

訪問回数の推移
R1 R2 R3 R4 R5 R6

2 9 0
18 56 141
20 65 141

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

　８家庭に対し、委託により養育支援訪問を行いました。
　特に、要保護児童対策地域協議会の対象ケースである被虐待児に対し、こ
の事業を利用し児童家庭支援センターの心理セラピー等を定期的に導入し
児童及び家庭の安定を図りました。

直営
委託
計

　養育支援を必要とする家庭の増加に対し、そのニーズを把握し、対応が必
要な児童及び家庭への適切な支援を行います。
　また、令和4年度から、直営による受入体制の拡充と、委託による家事支援
事業を新たに実施します。直営の保健師訪問のアセスメントを行い、より専
門的な支援が必要なケースについては、委託により実施体制を維持します。

実施体制及び
訪問回数

保健師

社会福祉法人　みその児童福祉会
委託 141回

　本町においては、養育支援の必要な家庭が増えているとともにそのニーズ
の形も多様化しています。利用者のニーズに応えるため、令和3年度より新
たな委託先として米子聖園ベビーホームを追加し、実施体制の拡充を図りま
した。引き続き各機関が連携し、柔軟な対応が必要となります。

所管課：健康対策課・福祉課

助産師委託（助産師訪問ケア事業）

　養育支援が特に必要な家庭に対し、保健師等が訪問し、養育環境や育児
技術等に関する相談や助言、指導等の支援を行います。
　より専門的な支援が必要な家庭に対しては、専門機関への委託により実施
します。

２.子育てに喜びを感じることのできるまちづくり

（１）母子保健の充実

養育支援訪問事業

単位：家庭数

実
績
の
内
容

R5 R6

量の見込み（①） 6 6 6 6 6

R1 R2 R3 R4

6 6

実績値 3 9 8

計
画
値 確保方策（②） 6 6 6 6

6
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：健康対策課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

妊婦数の推移
R1 R2 R3 R4 R5 R6

99 82 80

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

　医療機関委託で実施していますが、ほとんどの妊婦が健診を受診できてお
り、引き続き現在の実施体制で健診を実施します。
　母子手帳交付時の説明、指導を的確に行うなど受診勧奨に努めます。

実
績
の
内
容

実施場所
受診回数

　８０人の妊婦に対し、６２０回の妊婦健診の費用助成を行いました。
各医療機関

R4 R5 R6

１人つき受診券１４ 回分を交付

　本町においては、全ての妊婦が妊婦健診を受けることが可能な体制が整っ
ています。

63 61 60

882 854 840

882 854 840

実績値 受診回数

計
画
値

R1 R2 R3

妊婦数

受診回数

量の
見込み
（①）

82 65 64

1,148 910 896

２．子育てに喜びを感じることのできるまちづくり

妊婦健診事業

　妊婦の健康の保持増進を図り、安全・安心な出産ができるよう、妊婦の健
康診査に係る費用を助成します。

（１）母子保健の充実

単位：人・回

確保方策
（②）

受診回数 1,148 910 896

903 682 620
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

延利用人数の推移
R1 R2 R3 R4 R5 R6

752 776 438

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

２.子育てに喜びを感じることのできるまちづくり

時間外保育事業（延長保育事業）

※保育短時間（８時間まで）認定を受けている者の16:00～18:30の延長利用は含んでいません。

実
績
の
内
容

（２）多様な保育・子育て支援サービスの充実

区分

R2 R3 R4 R5 R6

124

量の見込み（①） 115 125 124

　令和４年度より、短時間保育認定の方の午前7：30～8：00の利用について
も、延長保育が利用できるよう制度改正を行いました。今後も、円滑に事業
を提供できるよう実施体制の確保に努めます。

　保護者のニーズを確保することができています。

　保護者の就労や通勤時間の確保のため、保育所等における通常の11時間
の開所時間を超えて、保育時間の延長を行います。（18:30～19:00）

単位：人

地域型保育事業

延長時間

18:30～19:00
保育所

R1

129 127

129 127

計
画
値

実績値 71 55 54

確保方策（②） 115 125 125

125

小規模保育所こどもパル

　延長保育については、現在、町立保育所３カ所と地域型保育事業所１カ所
で実施しています。
　利用の実績としては、新型コロナウイルス感染症の感染状況から、保護者
が利用を控える時期もあり前年度並みの利用人数となりました。対前年度比
１人減の54人でした。

施設名
ふたば保育所
こしき保育所
溝口保育所
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6

4 3 3 3 3 3

4 3 3 3 3 3

0 0 8 0 0 0

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

　令和３年度より新たな委託先として県が認定する里親を追加し、受入体制
の拡充を図りました。
　児童相談所や保健師と連携し、真に支援が必要な家庭に対し、養護・保護
先を提供し、虐待防止を行うための体制を確保しました。

　今後も、円滑に事業を提供できるよう受入体制の確保に努めます。

２. 地域子ども・子育て支援事業

子育て短期支援事業

計
画
値

実
績
の
内
容

量の見込み（①）

確保方策（②）

実績値

（２）多様な保育・子育て支援サービスの充実

　ショートステイ事業については、利用実績は前年比８人増の８人でした。委
託により入所施設を３か所、里親の委託先１か所を確保しています。

委 託 先
社会福祉法人　みその児童福祉会
社会福祉法人　光徳子供学園
里親

　保護者の病気等を理由に、家庭において子どもを養育することが一時的に
困難になった場合に、児童養護施設等において、養育・保護を行います。

単位：延利用人数
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6

67 96 96 99 97 95

67 96 96 99 97 95

33 114 138

　令和３年度の登録者数は41人で、全て１歳児の利用でした。

こしき保育所
溝口保育所

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

　希望者に対しサービスを提供することで、保護者の就労や心理的、身体的
負担の軽減等、支援を行うことができました。

　今後も、引き続き実施体制の維持・拡充に努めます。

実績値

実
績
の
内
容

　２か所で実施し、延べ138人の利用がありました。

実施施設

２. 地域子ども・子育て支援事業

一時保育事業

計
画
値

量の見込み（①）

確保方策（②）

　保護者の断続的な就労、冠婚葬祭、病気、リフレッシュ等の理由によって家
庭で児童の保育ができない場合に、児童を保育所で一時的に預かります。

（２）多様な保育・子育て支援サービスの充実

単位：延利用人数
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6

121 463 463 478 469 458

121 463 463 478 469 458

88 11 75

委託（共同実施）　利用者負担額　2,500円/日

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

 前年度から64人増の、75人の利用となりました。

実施方法

実施場所

・病児看護センターベアーズデイサービス
　（谷本こどもクリニック）
・病児保育かるがも（博愛病院）
・病児保育ペンギンハウス（せぐち小児科）
・日野病院

　今後も、引き続き実施体制の維持・拡充に努めます。

　令和３年度より、委託先に日野病院を追加し利用施設の拡充を図りまし
た。利用者数は新型コロナウイルス感染症の影響で利用を控えられた前年
度と比べ増加しましたが、継続して十分な受け皿を確保しており、保護者の
子育てと就労の両立を支援することができました。

２. 地域子ども・子育て支援事業

病児・病後児保育事業

　児童が発熱等の急な病気となった場合に、病院等に付設された専用ス
ペース等において看護師等が一時的に保育を提供します。

（２）多様な保育・子育て支援サービスの充実

単位：延利用人数

実
績
の
内
容

計
画
値

量の見込み（①）

実績値

確保方策（②）
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第２期　伯耆町子ども・子育て支援事業計画　点検評価シート

所管課：福祉課

大項目

中項目

小項目

事
業
概
要

R1 R2 R3 R4 R5 R6

1,480 2,579 2,510 2,418 2,396 2,350

1か所 1か所 1か所 1か所 1か所 1か所

1か所 1か所 1か所

延利用人数の推移
R1 R2 R3 R4 R5 R6
2,173 2,393 2,247

評
価

次
年
度

以
降
の

方
向
性

計
画
値

量の見込み（①）

実
績
の
内
容

所 在 地

開所日時

施設名 伯耆町子育て支援センター
伯耆町大殿（岸本保健福祉センター内）

確保方策（②）

実績値

　新型コロナウイルスの感染拡大により、令和４年１月から町内在住者限定
利用、行事の中止、土曜日閉館と利用制限をして運営を行いました。
　コロナ渦で利用人数は対前年比146人の減でしたが、親子で安心、安全に
遊ぶことができる交流の場として多くの子育て家庭にご利用いただきました。

　親子の交流の促進、子育てに関する相談や情報提供、交流事業などを通
じて、子育て中の家庭を支援し、親子、家庭、地域社会をつなぐ取り組みを
実施します。

３．地域全体でこども・子育てを支えるまちづくり

地域子育て支援拠点事業

　今後も、実施場所の特長を生かし、母子保健事業等との連携の強化や活
動の充実を図ります。

　子育て中の親子交流、親にとっての学び・情報交換の場所及び子育て相
談などに気軽に利用できる地域の子育て支援拠点として、機能しています。

職員体制

（１）地域の子育て支援機能の充実

２人（保育士）
月～金、9:00～16:00

単位：延利用人数、施設数
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